
 

（様式１－３） 

福島県（楢葉町）帰還環境整備事業計画 帰還環境整備事業等個票 

平成３０年７月時点 

 

NO. 150 事 業

名 

農山村地域復興基盤総合整備事業 

（復興整備実施計画）山田浜地区 

事業番号 (5)-40-78 

交付団体 福島県 事業実施主体（直接/間接） 福島県（直接） 

総交付対象事業費 32,000(千円) 全体事業費 32,000(千円) 

帰還環境整備に関する目標 

楢葉町は、東日本大震災による津波被災と原発事故に伴う避難指示等により住民が長期間避難したこと

から、町内にある土地改良施設は従前のような適切な維持管理が不可能となり、施設の劣化や機能低下が

進んでいる。また、農地についても一部作付けが再開されているが、現況農地が小区画で用排水路兼用等

となっており、営農再開するにためには管理等の省力化が必要である。 

このため、本事業により営農再開される農地環境の整備と併せて土地改良施設の変更を行うことにより、

速やかに営農再開が実現できる状況を構築し、営農意欲のある住民の帰還促進と地域農業の再建を図る。 

 

事業概要 

本地区は、担い手をはじめ多くの農家は営農再開意欲が強く、この機会に基盤整備を行うことで、ほ場

の大区画化等による農業生産性の向上、農作業の協業化、担い手への農地集積を促進し、地域の復興再生

に資することを目的とする。 

このため、農地整備事業を実施すべく、実施計画策定を行う。 

また、ハード事業については、農山村地域復興基盤総合整備事業（農地整備事業）を予定している。 

 受益面積 A=54ha（山田浜（やまだはま）地区） 

【楢葉町第二次復興計画】 

第二章 復興の進め方－復興を目指す新たな土地利用－（５）農業の再構築・新産業化 

農業の再構築を図り、将来世代にわたって農業を続けていくことのできる環境をつくる 

【福島県復興計画】 

６ 農林水産業再生プロジェクト－２ 農業の再生－④震災により深刻な影響を受けている地域農業の復

興に向けた農地の利用集積の促進・⑤農地・農業用施設の復旧と合わせた大区画ほ場の整備 

 

当面の事業概要 

＜平成 30～31 年度＞ 

事業計画策定（現況調査、用排水系・道路検討等、効果算定、換地等調整等） 

 

地域の帰還環境整備との関係 

楢葉町の基幹産業である農業の復興及び営農再開には、作付可能な農地と営農可能な用排水施設等の土

地改良施設の復旧は、最も重要な整備である。 

そのため、営農再開に向けた準備を行い、帰還環境整備の促進に向け、本事業の導入による対策実施が

必要である。 

関連する事業の概要 

 

 

 

関連する基幹事業 

事業番号  

事業名  

交付団体  

基幹事業との関連性 

 

 


